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１．はじめに 

 近年，河川改修の現場において河川水域ならびにその周辺に生息する生物の保全を図るための取り組みが

活発に行われるようになった．昨年度の研究 1) において，有明海湾奥部の河川感潮域に生息する有明海特産

種で準絶滅危惧種に指定されている甲殻類ハラグクレチゴガニ（Ilyoplax deschampsi）を対象とし，その広域

的な分布特性や生息選好性をもとに，生息場評価を行った．しかし，用いた評価モデルのパラメータの妥当

性，評価式自身の定量的評価および各説明変数間の相関が十分検討されていないなどの課題が残った．本研

究では前報 1) で用いた評価モデルの妥当性とその定量的評価を行った． 

２．前報 1) の概要 

 六角川水系牛津川の河口 0kmから感潮域上限とみなせる 12kmま

でを調査対象域として，ハラグクレチゴガニの広域分布調査を行っ

た．牛津川感潮域縦断方向約 1kmおきに設定した測線上の基準点か

ら水際方向に 5m 間隔でコドラート(0.5m×0.5m) 内の巣穴密度を計

測した．その結果が図-1である．また，ハラグクレチゴガニの生息

環境因子として含水比，土壌塩分，地盤高を選定し，これらと生息

密度との関係から選好曲線を求め，0~1 に正規化した選好値(SI)を算

出した．そして，これら 3因子の積を合成選好値 

 CSI = 𝑆𝐼含水比 × 𝑆𝐼土壌塩分 × 𝑆𝐼地盤高 －(1) 

としてハラグクレチゴガニの生息場評価を行った． 

３．生息場評価モデルの検討方法 

 ハラグクレチゴガニの生息場評価モデルに用いた物理指標の含水

比，土壌塩分，地盤高の 3つの変数相互の相関係数を求め，主成分

分析を行った．また，中野ら（2010）に倣い，評価式の有効域を考

慮することで評価式自身の妥当性と実測値との比較検討を行った． 

４．評価結果及び考察 

 各変数間の相関係数は表-1のようになった．含水比と土壌塩分に

やや相関は見られたものの，3変数間に高い相関は発生していない．

主成分分析結果は， 

第 1 主成分 𝑍1 = 0.6293𝑢1 + 0.6561𝑢2 − 0.4166𝑢3－(2)  

第 2 主成分 𝑍2 = 0.3818𝑢1 + 0.2059𝑢2 + 0.9010𝑢3－(3) 

ここに，𝑢1：含水比，𝑢2：土壌塩分，𝑢3：地盤高，である．寄与率

は第１主成分が 55.8%，第２主成分が 28.9%で，これら両者で必要

とする情報の 84.7%を得ることとなる．図-2はこれらの相関関係を

示したもので，2 つの主成分において各項の係数が固有ベクトルと

なる．各指標の位置関係から，第 1主成分を水位変動に関するベク

トル，第 2主成分を地形・高度に関するベクトルと定めた．含水比

と土壌塩分は近い関係にあり，一方で地盤高とは独立した関係と見

なすことができる． 

図-1 ハラグクレチゴガニの広域分布 

表-1 各変数間の相関係数 

図-2 固有ベクトルの相関図 

  含水比 塩分 地盤高 

含水比 1.00 0.53 -0.18  

塩分 0.53 1.00 -0.26 

地盤高 -0.18 -0.26 1.00 



 次に生息データを用いて作成した評価モデルの定量的評価を

行った．評価には式(1)に加え，重回帰分析を用いて因子間に重

み付けを行った次式(4)の 2種類を用いた．式(4)の重みは両辺

の対数値を用いた重回帰係数により決定される． 

CSI = 𝑆𝐼
含水比
0.353 × 𝑆𝐼

土壌塩分
0.549 × 𝑆𝐼

地盤高
0.435  －(4) 

ここでは評価手法（式(1)と式(4)）の定量的評価として，中野

ら（2010）に倣い，CSI 値の有効域を段階的に設定して評価モ

デルの再現性を検討した．加えて，実測した巣穴密度に対して

もこの考えを適用した．具体的には CSIと巣穴密度の値（全デ

ータ数 58）から，縦軸にしきい値 α（有効 CSI 値），横軸にし

きい値 β（有効巣穴密度）を設定した（図-3 参照）．その後，

図-4の手順で総合評価の検討を行った． 

 図-5 は式(1)の総合評価結果である．最も再現性が良い条件

は α を 0.1，β を 0 と設定した時であり，このとき総合評価が

87.1%となった．一方，図-6 は式(4)の総合評価結果であり，α

を 0.35，β を 0 と設定した時，総合評価が 87.1%となった．今

回の結果は，重み付けを行っても総合評価の最大値は同じであ

り，しきい値 βに関しては 0を維持した方が高く評価される傾

向であった．図-3より今回とりまとめたデータ群の相関性が高

く，しきい値 α，β の設定はさほど必要性が生じなかったもの

の，巣穴密度と CSI の相関が低くばらつきが見られるときは，

しきい値の設定がより有効なものになってくると思われる．以

上から前報 1) での生息場評価式の妥当性を定量的に評価する

ことができた．なお，式(1)によって算出された生息場評価値

CSIを図-7に示す．図-1との相関に問題はないことが改めて確

認できる． 

５．まとめ 

 本研究では，昨年度の研究において作成した牛津川感潮域に

生息するハラグクレチゴガニの生息場評価式について，改めて

パラメータの妥当性の検証や評価式の定量的な評価を行った．その

結果，前報の評価式およびパラメータ選定の妥当性を示し得た．今

後は生物視点からの環境評価に加え，社会的価値や経済的価値も含

めた河川管理の総合を目指しながら，実務レベルでの評価の適用へ

つなげていく予定である． 
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図-4 総合評価の手順 

図-3 総合評価の検討方法 

図-5 CSIモデルの総合評価結果 

図-6 CSIモデル(重み付け)の総合評価結果 

図-7 CSIによる生息場評価 
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